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　安城商工会議所青年部規約第５条では青年部の会員資格について「年齢満18歳以上50歳以下とする」と定められて
います。そして、決してめでたくはないこの季節がまた今年もやってきてしまいました。今年度、４名の先輩が安城商工会
議所青年部をご卒業されます。
　卒業生の方からお話を伺ってきましたので、今月と来月と２部に分けてお送りいたします。

　24年という長きにわたり、様々な職責を果たされ、全うされた平松先輩の言葉を最後に第１部を締めさせていただき
たいと思います。
「24年間の様々な経験が私自身を豊かにしてくれたと思っています。青年部に入ってよかった！」

　高橋伸弥先輩は平成23年度に入会され、９年間青年部に在籍されました。平成25年には広報委
員長を務められ、大変魅力的な委員会、例会運営をしていただきました。当時の委員会メンバーを
含め青年部に在籍した期間中に出会えたメンバーとのご縁こそが青年部に入会する醍醐味だとお
話いただきました。ゆえに「会員拡大が青年部にとっての命題である」と、そして「各委員会のメン
バーが固定されている傾向があるので各年度もっと混ざってご縁を広げるように」とアドバイスい
ただきました。拡大し絆を強めることによって「100年後も継続される安城の目玉事業を創造してく
ださい」との激励をいただきました。
　平成28年度には愛知県商工会議所青年部連合会研修委員会に出向され、その活躍の場を愛知
県内に広げられました。その委員会の充実した経験から日本商工会議所青年部に出向できなかっ
たことを惜しんでおられました。そのご自身の経験からチャンスがあれば積極的に役職にチャレンジしていくようにと教
えていただきました。

卒業生の安城愛　第１部
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 ー2月例会『How do you keep yourself alive?
～内田流パッションをどう生かす、あなたのYEG～』ー
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令和２年２月27日㈭　18:30～20:15
安城商工会議所５階　大会議室
令和元年度日本商工会議所青年部直前会長内田

茂伸君を講師として招き、YEGの存在意義や未来につい
て学びます。内田直前会長の話を聞き、青年部活動をど
のように過ごす事が自分の最善かを考えて頂き、YEGで
の時間をより有意義に活動できることを目的とします。

2月例会を下記のとおり開催します。

令和元年度 卒業予定者
高橋 伸弥

　平松良太先輩は平成８年度に入会され、24年間青年部に在籍されました。平成25年度には会長
を務められ、安城を思いやりあふれる場所にしていただきました。さかのぼること平成22年度安城
が愛知県商工会議所青年部連合会会長を輩出した年度、事務局長を務められ、安城と愛知をつな
げるパイプ役を担っていただきました。愛知県内のみならず全国各地を飛び回られたわけですが、
「地元だけでなく各地でメンバーと飲みながら語り合い絆を深めた」思い出を数多く、熱く、語って
いただきました。それでも、「活動を通じて多くの友人ができたが、もう少し時間があればさらに多
くのメンバーと親睦を深めることができたのではないかと思う」とおっしゃっておられました。この
言葉こそが青年部という団体の魅力を表しているのではないかと思います。
　のちに平成30年度には愛知県商工会議所青年部連合会監事を受けられ愛知県ならびに安城市
の青年部メンバーを導いていただきました。「現状に満足せず、青年部のあるべき姿を描き、更に地域から求められる団
体を目指して欲しい。そしてその活動を通じて一生付き合える仲間を作ってください。」と青年部現役最後の指針を頂き
ました。

令和元年度 卒業予定者
平松 良太
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